
　

桜
川
は
桜
川
市
北
東
部
に
あ

る
鏡
ケ
池
を
源
流
と
し
、
筑
波
山

麓
を
流
れ
て
霞
ヶ
浦
に
注
ぐ
河

川
で
す
。

　

一
方
、
鬼
怒
川
は
日
光
市
か
ら

茨
城
県
西
部
を
流
れ
て
、
利
根
川

に
合
流
す
る
河
川
で
す
。
現
在

は
別
々
の
川
で
す
が
、
今
か
ら

３
万
２
千
年
以
前
の
鬼
怒
川
は
、

現
在
の
桜
川
中
流
か
ら
霞
ヶ
浦

（
西
浦
）
を
通
る
流
路
で
し
た
。

　

筑
波
山
の
西
麓
に
あ
る
禊

み
そ
ぎ

橋ば
し

付

近
の
桜
川
河
床
で
は
、
日
光
連
山

か
ら
鬼
怒
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
き
た
火
山
岩
（
マ
グ
マ
が

地
表
で
冷
え
固
ま
っ
た
石
）
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
石
の
種
類
が
わ
か

る
と
、
大
昔
の
川
の
流
れ
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
９
日
、「
平
成
29
年
度 

第

34
回 

茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会 

市
町
村
対
抗
の
部
（
7
区
間 

22
．

19
㎞
）」
が
笠
松
運
動
公
園
（
ひ

た
ち
な
か
市
）
で
開
催
さ
れ
、
桜

川
市
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
参
加
者
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
茨
城
県
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
、
競
技
力
の
向
上
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
町
村
対
抗
の
部
に
は
、
18
市
町

村
か
ら
24
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
選
手
一
丸

と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
12
位

と
い
う
結
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

※ 

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

禊橋付近から見る桜川と筑波山

日光連山から
運ばれてきた火山岩

桜川と鬼怒川の関わり
      

桜
川
市
チ
ー
ム
が
出
場

　
　
　
　
　
　  「
県
民
駅
伝
競
走
大
会
」

【
監
督
】

　

蛯え
び
は
ら原　

正ま
さ
よ
し善

【
選
手
】

　

志し

が賀　

智と
も
や也

（
岩
瀬
東
中
）

　

本も
と
は
し橋　

尚な
お
き樹
（
桜
川
中
）

　

山や
ま
な
か中
由ゆ

い

と

依
斗
（
桃
山
中
）

　

鈴す
ず
き木　

瑠る

い愛
（
岩
瀬
東
中
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

菜な

ゆ結
（
岩
瀬
東
中
）

　

山や
ま
ぐ
ち口　

華か

な奈
（
岩
瀬
東
中
）

　

稲い
な
み見
ま
ど
か
（
岩
瀬
東
中
）　

　

杉す
ぎ
や
ま山　

　

永は
る
か

（
岩
瀬
高
校
）

　

鶴つ
る
み見　

真ま
さ
し志

（
岩
瀬
高
校
）

　

齋さ
い
と
う藤　

留る

な菜
（
茨
城
高
専
）

　

石い
し
か
わ川　

喜よ
し
ひ
ろ大

　

市い
ち
の
つ
か

野
塚
昇し

ょ
う
じ治
（
桜
川
市
陸
上
ク
ラ
ブ
）

（
久
原
ひ
ょ
っ
と
こ
保
存
会
）

各区間を駆け抜けた７人の選手と応援した皆さん
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